
なぜ、夏休みはあるのか？

　今回は、少しだけ、私（小幡）の話をさせてください。

　私自身、この「長期休みの本当の意味」を実感したのは、大学生の時でした。
　当時、スポーツ選手の怪我の手当てやトレーニングをサポートする「アスレティックトレーナ
ー」を目指していた私は、普段、大学の授業や部活動のサポート、アルバイトに追われる忙しい
日々を送っていました。
　現場では、自分の知識や技術が足りず、「もっとこうしてあげたいのにできない」「選手に迷
惑をかけてしまっているな…」と悔しい思いをすることがたくさんありました。

　だからこそ、時間や心に余裕ができる夏休みは、自分を高める絶好のチャンスでした。 自分で
コツコツ貯めたお金を使って、東京や大阪で行われる専門の研修会やインターンシップに飛び込
みました。普段の日常では学べない、新しい知識や技術を夢中で吸収したのです。（ちなみに、
鹿児島県の大学に通っていたので東京・大阪も大旅行です）

　そして、夏休み明け。
　学んできたことを活かして選手をサポートしたとき、「ありがとう！」「知らなかったこと教
えてくれてありがとう！」と喜んでもらえたときの嬉しさは、今でも忘れられません。自分が成
長できた実感と、大きな充実感がありました。

　一方で、高校時代の自分を思い返すと、反省ばかりが浮かびます。 野球部だった私は、夏休み
になると合宿や遠征で野球漬けの日々を送っていました。しかし当時は、充実感よりも「大変
さ・辛さ」が勝っていました。

　なぜ、大学生のときの「充実感」と、高校生のときの「辛さ」のような違いがあるのでしょう
か。
　その違いはたった１つ。「自分で考えて動いていたか（主体性）」です。
　高校時代の私は、先生や先輩に「やらされている」気持ちで動いていました。でも大学生のと
きは、「自分がうまくなりたい！選手を助けたい！」という強い思いで、自分で決めて動いてい
たのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「やっと、夏休みだ！」と誰もが胸をおどらせていると思います。
　そんな「夏休み」。みなさんは、なぜ、夏休みはあると思いますか？

　もちろん、夏の暑さから体を休める「休息」の意味もあります。しかし、このバタバタと走り
抜けてきた４カ月間で「追いつけなかった部分」「自分の課題」、そして「好きなこと」「伸ば
したいこと」にじっくり向き合うための大切な１か月でもあります。
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裏面へつづく…



「自分で決めて動くこと」が、君を守り、成長させる

保護者の皆様へ保護者の皆様へ

　日頃より本校の教育活動にご理解
とご協力をいただき、感謝申し上げ
ます。
　31日間の長い夏休みが始まりま
す。ご家庭におかれましても、お子
様が「主体性（自分で考える力）」
をもって計画的に過ごせるよう温か
く見守っていただくとともに、交通
安全（ヘルメット着用等）やSNS等
との付き合い方について、今一度お
子様とお話し合いいただけますよう
お願いいたします。
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　これから始まる夏休み、みなさんにはぜひ「充実した毎日だった！」と言える時間を過ごして
ほしいと思っています。そのためには、「自分でこれをしよう！」という気持ちを持つことが何
より大切です。

　受験生としての勉強は大変です。でも、「嫌々やらされている」気持ちで机に向かうのと、
「自分の行きたい進路のために、ここを克服しよう！」と自分で計画を立てて取り組むのとで
は、身につき方も充実感も、まるで違います。

３年生へ３年生へ３年生へ３年生へ

１，２年生へ１，２年生へ１，２年生へ１，２年生へ

　クラブ活動や習い事など、暑い中での練習は楽ではありません。でも、先生や先輩に言われた
ことだけをこなすのと、「自分はここを強くしたい！」と目標を持って練習するのとでは、得ら
れる成長が格段に違います。

自分の命を自分で守る「夏休み」

　そして、もう１つみなさんに伝えたいことがあります。
　実は、怪我や事故、トラブルに巻き込まれるときも全く同じです。
　「みんながやっているから」「まぁいいか」と、周りの雰囲気やノリに流されて自分の頭で考
えるのをやめてしまった瞬間に、大きな事故や後悔が生まれます。
　勉強やクラブ活動で自分の目的を持って動くのと同じように、「今、これをしたらどうなる
か」「これは本当に安全か」と自分自身でブレーキをかけ、正しく判断すること。

　自分の命や大切な日常を守るためにも、この「自分で考えてコントロールする力（自律）」を
大切にしてください。

交通安全交通安全交通安全
～被害者にも加害者にもならない〜

１．ヘルメットをかぶる

自転車に乗るときは、必ず着用！
万が一の事故からあなたの命
（頭）を守る「最後のとりで」で
す。

２．危険運転は絶対NG

「並んで走る」「ながら運転」は
危険です。やめましょう。

３．加害者になることもある

「自転車は車の仲間」です。責任
を持って運転しましょう。

SNS・ネットトラブル防⽌SNS・ネットトラブル防⽌SNS・ネットトラブル防止
　SNSやスマホの詳しいルールや気
をつけることについては、情報係が
発行している『ICT通信』や、『生徒
指導通信6月号』に書いてあります。

夏休みに入る前にもう一度よく読ん
で、お家の人と使い方や約束を話し
ておきましょう。

☆ネットで知り合った人とは絶
対に会わない

☆悪口や不適切な写真・動画は
送らない・載せない

☆困ったことや怪しいと感じた
ことがあれば、すぐ大人に相談





令和８年７月 

飯綱中学校 保護者様 

生徒の皆さんへ 

飯綱町立飯綱中学校 校長 坂戸 晴俊 

 

長期休業の生活について ［夏休み］７／２4～８／２3 
 

１ とくに守りたい６つのこと 

（１）外出するときは必ず家の人に目的・場所・帰宅時刻などを告げて許可を得て、帰ったときは，はっきり報告

する。 

（２）友人宅へ出かける場合（または友人宅で泊を伴う場合も含む）は、両保護者の許可を得て出かけるように 

する。 

（３）交通ルールを守る。自転車に乗る時は交通法規を守り、必ずヘルメットを着用する。 

（４）金銭管理をきちんとする。お金の貸し借り、友だちに奢る、奢ってもらうことをしない。 

（５）映画館、ボーリング場、ゲームセンター（コーナー）、カラオケボックス、飲食店、各種イベント、プロスポ

ーツ観戦、コンサートなどへは必ず保護者または責任のもてる大人と出かけるなど、トラブル回避に努める

こと。 

（６）携帯電話やスマートフォン、インターネットの利用については、必ず保護者と相談し、利用する際はモラル

に反する使用や行為は絶対に行わないこと。写真や動画、個人情報を許可なく掲載したり、人を傷つける内

容を発信したりすることは、人権侵害であり犯罪行為です。 

 

２ こころがけたいこと 

（１）学校へ忘れ物などを取りに来るときには、事務室に声をかけましょう。また、忘れ物がないように、休み前

に必要な荷物は持ち帰るようにしましょう。 

（２）図書館は町の公共施設です。マナーを守り利用しましょう。（私語を慎む，飲食禁止，席取りをしない，スマ

ートフォンなどの利用は控える、ゴミは持ち帰るなど） 

 

３ 保護者の皆様へ 

（１）特別なこと（交通事故・火災・風水害などの災害，その他の事故など）が起きたときはすぐに学校へ連絡を

お願いします。 

（２）長期休み中は，お子様のインターネット・SNS 等の利用時間が増え、また、それに伴ったトラブルも多発す

る傾向にあります。お子様のインターネット・ＳＮＳ等の利用にあたっては，保護者の皆様の責任におい

て，利用させてください。また、必ずお子様の利用状況（情報の閲覧および発信内容，やりとりをしている

相手など）をいつでも把握できるようお子様と利用の約束をしていただきますようお願い致します。 

（３）学校閉庁日（８／8～８／１6）または緊急時の連絡は，Home ＆ School の連絡帳でお知らせください。 
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